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拝啓　
　陽春の候、皆様にはますますご健勝のことお慶び申し上げます。
　さて、このたび、皆様に地域のかかりつけ救急病院として親しまれて
きた「豊中緑ヶ丘病院」は「社会医療法人彩樹　豊中敬仁会病院」に名
称変更することになりました。地域の皆様にご支援いただき「特定の領
域で、レベルの高い医療を確実に提供し、安心して頼りにして頂ける病
院」に生まれ変わっていく所存でございます。
　本院は 60 床と小規模の病院ですので、多くの領域において高いレベ
ルの医療を皆様に提供し続けることは困難と考えます。そこで、これか
らは専門領域を明確にして、その領域においては高いレベルの医療を提
供するのが地域医療に貢献する最良の方法と考えました。具体的には、
消化器領域の診断治療すなわち内視鏡検査・内視鏡治療・手術療法・癌
化学療法と、腎不全治療すなわちシャント造設術を含めた血液透析治療
を柱とした病院づくりを目指していきたいと考えています。
　胃癌・大腸癌の手術治療は、早期に発見して低侵襲的に切除するのが
患者様にとって一番安心・安全な治療になります。当院は、大阪大学外
科および大阪医科薬科大学一般消化器外科、消化器内科の関連施設です。
早期癌（粘膜癌）に対しては内視鏡的切除を、進行癌・SM 浸潤癌に対
しては腹腔鏡下手術を多数行ってまいりました。そして本年度中には内
視鏡手術支援ロボットを導入し、ロボット内視鏡治療センターを立ち上
げる予定です。内視鏡的切除術もエキスパート医師の協力を得て、多く
の患者様に安全な負担の少ない治療を提供できると考えております。そ
のためには、患者様に内視鏡検査を積極的に受けていただくことが重要
と考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。
　これからもより一層地域医療に貢献できるよう、地域の皆様に愛され
る病院を目指して精進する所存でございますので、新生「豊中敬仁会病
院」に対しても倍旧のご指導・ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申
し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

病院長　挨拶

院長　阪口 正博

「安心」の医療を提供し
「信頼」して頂ける病院を目指す。

1. 患者様は家族と思い、良質かつ効率的な医療を提供する。
2. いつも笑顔で親切かつ迅速な対応を心掛ける。
3. 地域の関係機関と連携をとり、患者様に最適な医療を提供する。
4. 常に向上心を持ち学び続け進歩発展する。高い医療の質を担保する。
5. チームワークを大切にし、働きがいのある楽しい職場にする。



１９７４年　２月　　緑ヶ丘病院　創設
１９９１年１２月　　守口敬任会病院  開設（ 病床数１５５床 ）
２００５年　２月　　医療法人「彩樹」に組織変更
２００５年１２月　　医療法人 彩樹 門真けいじん会クリニック  開設
２００６年　６月　　医療法人 彩樹 守口けいじん会クリニック  開設
２００９年　１月　　医療法人 彩樹 豊中緑ヶ丘病院  開設（ 病床数６０床 ）
２００９年　７月　　医療法人 彩樹 寝屋川けいじん会クリニック  開設
２０１３年　９月　　医療法人 彩樹 豊中けいじん会クリニック  開設
２０１５年　９月　　医療法人 彩樹 豊中緑ヶ丘病院  新築移転
２０１７年　１月　　医療法人 彩樹 守口敬仁会病院に病院名称変更
２０１８年　１月　　社会医療法人に認定
２０２０年　６月　　社会医療法人 彩樹 丸岡消化器内科  開設
２０２１年　４月　　社会医療法人 彩樹 豊中敬仁会病院に病院名称変更

沿　革　～彩樹のあゆみ～

施設認定

診療指定

・保険医療機関

・労災保険指定医療機関

・救急告示指定病院

・生活保護法指定医療機関

・公害医療機関

・母子保健法指定医療機関

・被爆者一般疾病医療機関

・結核指定医療機関（通院）

・自立支援医療機関（更正医療）

・難病指定医療機関

・日本外科学会関連施設

・日本消化器内視鏡学会指導施設

・日本消化器病学会認定施設

・日本消化管学会指導施設

・日本大腸肛門病学会認定施設

・日本透析医学会教育関連施設

・日本消化器外科学会関連施設
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　当科は、大阪大学消化器外科（土岐裕一朗教授、江口英利教授）の関連施設であり、各分野の
エキスパート医師の協力の下、積極的に手術・外科診療にあたっております。
　2020年実績では、悪性では大腸癌73例、胃癌16例、良性では胆嚢摘出術54例、ヘルニア修復
術57例を行っています。内視鏡外科技術認定医2例（大腸部門）を擁し、大腸癌の96%が鏡視下
手術であり、ヘルニア手術の68%が鏡視下手術であります。
急性虫垂炎、憩室炎などの急性腹症については、CT、超音波診断を駆使して、正確で迅速な診
断を心がけていきます。
　急性虫垂炎、腸閉塞などの緊急手術症例につきましては、常勤麻酔科医　吉川医師を迎えて、
迅速な対応にこころがけています。肛門疾患は、痔核、痔瘻、裂孔などを中心とした手術を行
い、ジオン注射の硬化療法を併用することで、患者さまの病態に応じた治療をおこなっておりま
す。中心静脈ポートの留置は他院からの依頼も含め、年間75例行っております。

外　科

医 師 紹 介

役　　職

専門領域

認　　定

理事長

一般外科、消化器外科、血管外科

岡 博史

大阪大学 医学博士
日本外科学会 専門医
日本臨床外科学会 評議員
日本腹部救急医学会 教育指導医/評議員
近畿外科学会 評議員
大阪医科大学 臨床教育教授

役　　職

専門領域

認　　定

院長補佐、内視鏡ロボット手術センター長

消化器外科(大腸・肛門)

奥田 準二

日本外科学会 外科専門医/指導医
日本消化器外科学会 消化器外科専門医/指導医、
消化器がん外科治療認定医
日本内視鏡外科学会 内視鏡外科技術認定医(大腸)、ロボット
支援手術[直腸]プロクター(手術指導医)/評議員
日本大腸肛門病学会 大腸肛門病専門医/指導医/評議員
日本消化器内視鏡学会 消化器内視鏡専門医/指導医
日本ロボット外科学会 専門医
日本消化管学会 専門医
日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
日本臨床外科学会 評議員
Fellow of American College of Surgeons (FACS)
アメリカ消化器内視鏡外科学会(SAGES) Active member
Faculty of IRCAD(フランス欧州内視鏡外科センターIRCAD
/CRS指導医)
次世代の内視鏡下消化管手術セミナー 代表世話人
骨盤内視鏡外科セミナー 代表世話人
近畿内視鏡下大腸手術研究会 代表世話人
医学博士
インテュイティブサージカル社認定 ロボット支援直腸手術
メンター(指導医)



役　　職

専門領域

認　　定

外科部長

消化器外科、下部消化管

大阪大学 医学博士
日本外科学会 指導医/専門医/認定医
日本消化器外科学会 指導医/専門医
日本大腸肛門病学会 指導医/専門医
消化器がん外科治療認定医
臨床腫瘍学会 暫定指導医
日本がん治療認定医機構認定医
近畿外科学会 評議員

木村 文彦

役　　職

専門領域

認　　定

手術部部長

消化器外科

日本外科学会 専門医
日本腹部救急医学会 評議員
身体障害者福祉法に基づく大阪府指定医(人工肛門)
近畿外科学会 評議員
日本内視鏡外科学会 技術認定取得杉本 聡

役　　職

専門領域

認　　定

外科主任部長

下部消化管外科(大腸肛門外科)、内視鏡外科

日本外科学会 専門医
日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
日本消化器外科学会 専門医/指導医
消化器がん外科治療認定医
近畿外科学会 評議員
日本内視鏡外科学会技術認定(大腸)
日本大腸肛門病学会 専門医
ICD認定医

山本 誠士

役　　職

専門領域

認　　定

外科部長

消化器外科

日本外科学会 専門医
日本消化器外科学会 専門医/指導医
消化器がん外科治療認定医
日本内視鏡外科学会 技術認定医
近畿外科学会 評議員髙山 昇一



手 術 実 績

食道・胃十二指腸良性疾患

虫垂切除

結腸、直腸癌大腸腫瘍
痔核、痔瘻、肛門疾患等

肝癌切除
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その他

試験開腹術
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胆石、総胆管結石等疾患
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胃十二指腸穿孔等
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役　　職

専門領域

大阪大学消化器外科 教授

上部消化管外科(食道・胃)

土岐 祐一郎

役　　職

専門領域

大阪大学消化器外科 助教

上部消化管外科(食道・胃)

山下 公太朗

役　　職

専門領域

大阪大学消化器外科 教授

肝胆膵外科

江口 英利

役　　職

専門領域

大阪大学消化器外科 准教授

上部消化管外科(食道・胃)

山﨑 誠

大阪大学消化器外科 炎症性腸疾患治療学寄付講座 教授

消化器外科(大腸肛門外科)

水島 恒和

非 常 勤 医 師

アドバイザー

役　　職

専門領域



　当科は常勤医師を中心に急性期医療を主体とした内科疾患全般の診療を行っております。
　一般内科以外に、消化器内科、腎臓内科、循環器内科、糖尿病内科の専門外来があり、
一般内科外来を入り口に迅速な診察と検査、診断を行い、専門医あるいは外科や整形外科
などの他科と連携した治療につなぐように努めています。

内　科

北原 知洋

役　　職

専門領域

認　　定

院長、彩樹統括内視鏡センター長

消化器、一般内科

医学博士
大阪医科大学 教育専門教授
日本内科学会 認定内科医/指導医
日本消化器病学会 専門医/指導医
日本消化器病学会 本部評議員
日本消化器病学会 近畿支部評議員
日本消化器内視鏡学会 専門医/指導医
日本消化器内視鏡学会 財団評議員
日本消化器内視鏡学会 近畿支部評議員
日本消化管学会 指導医/胃腸科認定医
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阪口 正博

医 師 紹 介

役　　職

専門領域

認　　定

消化器、一般内科

日本内科学会 総合内科専門医
日本消化器病学会 専門医
日本消化器内視鏡学会 専門医/指導医
日本肝臓学会 専門医

寺島 禎彦

消化器内科部長、内視鏡センター長

役　　職

専門領域

認　　定

内科副部長

消化器

日本外科学会 外科専門医
日本消化器外科学会 消化器外科専門医/
消化器がん治療認定医
日本消化器病学会 消化器病専門医
日本消化管学会 胃腸科専門医/指導医
日本がん治療認定医機構 がん治療認定医



役　　職

専門領域

認　　定

腎・透析科副部長、透析センター長

腎臓内科、人工透析内科

日本泌尿器科学会 専門医

上原 満

役　　職

専門領域

認　　定

消化器内科医

消化器、一般内科

辻口 比登美

日本内科学会 認定医
日本消化器病学会 専門医
日本消化器内視鏡学会 専門医/指導医

役　　職

専門領域

認　　定

腎・透析科医長

腎臓内科、人工透析内科

糟野 裕子

日本内科学会 総合内科専門医
日本透析医学会 透析専門医
日本腎臓学会 腎臓専門医

役　　職

専門領域

認　　定

内科医

一般内科、人工透析内科

日本内科学会 総合内科専門医
日本透析医学会 専門医

本田 由美子



阪口 正博 寺島 禎彦

　日本消化器内視鏡学会の認定指導施設として､内視鏡診療を中
心に消化器疾患の診断･治療にあたっております｡
内視鏡センターでは最新鋭の機器を用い､認定専門医･指導医が検
査を担当致します｡鎮静あるいは細径内視鏡を症例に応じて選択
し、患者様の苦痛軽減と観察精度を両立すべく努めております｡
　本年より病理診断部門が院内に創設され､より迅速な判断が可
能となりました｡病理部門と内視鏡部門でカンファレンスをもち､
一層の診断精度の向上を目指してまいります｡
　コロナ渦のなか､上部消化管内視鏡は年間2200件と減少したも
のの､地域の先生方のご協力のもと､下部消化管内視鏡1300件､治
療内視鏡も650例と増加を続けることができました｡内視鏡粘膜
下層剥離術(ESD)は大阪医科薬科大学消化器内科と連携のうえ､食
道・胃・大腸に対応しております｡ 
　近年､潰瘍性大腸炎の症例も増加してきております｡5－ASA製
剤でコントロール出来ない症例に対しては､複数の専門医でカン
ファレンスを持ち､治療方針を決定しております｡強力ステロイド
静注療法のほか､白血球除去療法､生物学的製剤の治療にも対応し
ております｡
　胆道領域では急性胆管炎に対する内視鏡的緊急胆道ドレナージ
で対応し､総胆管結石に対しては乳頭切開術(EST)・大口径バルー
ン乳頭拡張術(EPLBD)のうえ、結石除去を行なっております｡胆
嚢結石の併存例では腹腔鏡下胆嚢摘出術までを短期間の入院で完
了することが可能です｡
 肝臓領域では肝臓専門医が診察を行い､B型慢性肝炎に対する核
酸アナログ製剤、C型肝炎に対してDAAs製剤による抗ウィルス療
法を提供しております｡発癌のハイリスク群として腹部超音波検
査･腹部CTでサーベイランスを行っております。

北原 知洋

消化器科

胃瘻造設術

上部消化管内視鏡検査
内視鏡的腫瘍切除術・
   粘膜下層剥離術 （ESD）

内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）
内視鏡的粘膜切除術
下部消化管内視鏡検査

検 査 実 績

2019年
2,393

40

1,271
520

9

11

2018年
1,982

25

1,136
446

4

29

2015年
576

10

318
132

0

8

2016年
1,754

26

1,151
481

13

38

2017年
1,976

34

1,119
395

7

37

岩坪 太郎（大阪医科大学 第二内科 助教）

今西 みゆき（大阪医科大学 第二内科）

非 常 勤 医 師

後藤 聖子（大阪大学 消化器内科）

2020年
2,240

28

1,362
610

8

18

辻口 比登美
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内視鏡検査の推移

検 査 実 績

　当科では幅広く循環器疾患に対して診療を行っていま
す。とりわけ、高血圧、高脂血症、肥満傾向など動脈硬
化を招きやすい方の診断・治療を専門にしています。
心房細胞のような慢性的な不整脈疾患の診療も行ってい
ます。狭心症や心筋梗塞、下肢静脈血栓症、肺塞栓のよ
うな急性期対応を含む疾患については、速やかに血液検
査、超音波検査、CT検査(冠動脈CT検査も可)により鑑
別診断を行い適切な治療を行います。より専門性や緊急
性を必要とする方は、近隣の病院(大阪大学医学部附属
病院、国立循環器病研究センター、市立豊中病院など)
や同法人の守口敬仁会病院と連携を図り転院措置をお取
りします。
また、洞不全症候群、房室ブロックの徐脈性不整脈に対
しても、当院でペースメーカー植え込み手術を行い、外
来でもペースメーカー管理を行うことが可能になりまし
た。
また、上記の疾患で消化器系の外科手術が必要な症例も
当院外科とチームを組み、循環器的な周術期管理を行っ
ていますので、安心して手術に臨んでいただけます。

循環器科

冠動脈CT

ホルター心電図

負荷心電図
心電図
超音波検査(心臓)

2019年
79
874
2,164
242
26

2018年
98
768
1,998
208
28

2015年
52
602
1,828
71
3

2016年
50
605
1,993
193
19

2017年
107
787
2,057
200
20

濵田 淳也（守口敬仁会病院 循環器内科 副部長）

非 常 勤 医 師

2020年
56
766
1,955
256
9



本田 由美子

上原 満

血液浄化療法、手術実績

血液透析
on-line HDF(血液濾過透析)
CHDF(持続的血液濾過透析)
白血球除去

LDL吸着
腹水濾過濃縮再静注法

血漿交換(免疫吸着)

腹膜透析

エンドトキシン吸着

シャントPTA(VAIVT)

内、人工血管内シャント造設術
バスキュラーアクセス関連手術（全体）

2017年

121
47

95
0
0
2
0
0
0

2
3

5

2016年

76

78
0
0
1
0
0
1

65

1
6

7

2018年

138
48
5

97
9
0
2
0
1
0
16

2

2019年

119
60
3

110
19
1
2
0
0
1
6

2

　当科では、急性・慢性腎不全に対する血液透析療法をはじめと
して、様々な状態の患者さまに対して対応すべく努力致しており
ます。
　長期透析による透析困難症や、高齢透析患者に伴う心不全に対
してオンライン血液濾過透析や持続的血液濾過透析にも対応して
おります。
　血液透析以外の血液浄化療法として、薬剤治療に反応しない閉
塞性動脈硬化症に対するLDL吸着療法、潰瘍性大腸炎に対する顆粒
球除去療法(GCAP)、難治性神経疾患に対する免疫吸着療法、自己
免疫疾患に対する二重膜濾過血漿交換療法なども行っています。
　血液透析を導入される患者さんには、自己血管使用の内シャン
ト手術、人工血管留置術、動脈表在化手術を行っております。
また、シャントトラブルに対しても、経カテーテル的血管内治療
(VAIVT、シャントPTA)や外科手術など、幅広い対応が可能です。
　当施設は日本透析医学会指定の教育関連施設になっています。

糟野 裕子

福永 恵

腎・透析科

役　　職

認　　定

専門領域

豊中けいじん会クリニック院長

腎臓内科、人工透析内科

福永 恵

大阪大学医学博士
日本内科学会 認定内科医
日本腎臓学会 専門医/指導医/学術評議員/査読委員
日本透析医学会 専門医/指導医
日本高血圧学会 指導医
日本プライマリケア学会 認定医/指導医
日本病院総合診療医学会 認定病院総合診療医
日本医師会 認定産業医

医 師 紹 介

2020年

158
80
0

108
22
1
1
1
1
0
6

0



　麻酔科では、手術を安全に受けていただくための必要な麻酔に関して術前に説明を行い、
術中や術後管理にいたるまで主治医と相談しながら丁寧に進めさせていただいております。
常勤医師は１人ですが、関連病院の守口敬仁会病院や大阪医科大学麻酔科のスタッフなどに
も協力を仰ぎながら運営を進めております。
　麻酔管理については、日々薬やディバイスの進化とともにサービス面でより安全を担保で
きる時代になってきました。また「麻酔と長期予後」との関連が近年注目され、その専門性
が患者様にも少しずつ認知されるようになってきました。ペインクリニックについて、高齢
化社会において、運動器の痛み診療のニーズは高まってきております。
　当院当科では、従来消化器外科と整形外科手術の麻酔を中心に担当しております。
2021年４月からは重度の身体合併症（e.g. 重症糖尿病・心機能障害）を有する患者様がよ
り安全に麻酔を受けていただくために、麻酔科術前診察を開始することとします。
最後に社会情勢としていまだにCOVID-19の波はおさまらず、基幹病院において手術症例を
制限しなければならない状況が続いています。当院では、手術室運営の効率化を図り、1日
でも早く地域の患者様に安心・安全な医療を提供できるよう尽力いたします。

医 師 紹介

吉川 博昭

役　　職

専門領域

認　　定

臨床麻酔、ペインクリニック

日本麻酔科学会 認定麻酔科 指導医/専門医
日本ペインクリニック学会 認定専門医
医学博士
日本医師会 認定産業医

全身麻酔実績

外　   　科

整 形 外 科
形 成 外 科
合 計 件 数

麻酔科

腎内（透析）

麻酔科医師

2019年
236
2
54
0

292

2020年
256
0
70
0

326



役　　職

専門領域

認　　定

放射線科医師

各種画像診断

放射線診断専門医

望月 邦三

医 師 紹 介

放射線科検査実績

一般Ｘ線撮影
放射線科検査実績

8,751
5,026

2019年
7,863
2,850

2015年
8,567
3,646

2016年
8,849
4,435

2017年
8,973
4,557ＣＴ検査

ＭＲＩ検査 1,476411 1,233 1,309 1,472

2018年

放射線科

　現在は、当放射線科は放射線科医師1名と診療放射線技師5名により業務を行っています。
当院で行っている検査は、X線一般撮影・CT撮影・MRIならびに消化管造影検査・血管造影検査などです。
X線撮影装置（フラットパネル）・80列マルチスライスCT・1.5テスラMRIを導入し、患者様の放射線科滞
在期間を減らし迅速に画像提供ができるよう心掛けております。
装置性能の向上・デジタル化に伴い、画像を再構築することで得られる情報も増加しており、医師からの依
頼も増加しております。技師も医師からの依頼内容に対応すべく個人のレベルアップにも取り組んでいます。
依頼医師・放射線科医師・放射線科技師と連携を取り、より良い画像が得られるよう努力して参りたいと思い
ます。
また、これらの検査は、院内だけではなく地域連携室を窓口に、院外の医療機関の先生方からの検査依頼も
受けております。
今後とも放射線科一丸となって取り組んでいきたいと思います。

2020年
7,978
4,851
1,422



当院の医療相談室では「患者様相談窓口」を設置し、病気やけがに伴って生じる様々な経済的、社会的、
心理的な悩み、問題についてご相談を承っております。主に医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）が
お話を伺い、安心して当院での治療を受けられるようお手伝いさせて頂きます。お気軽に1階受付窓口までお
越しください。相談内容につきましては、プライバシーを守り、適切に配慮させて頂きます。お電話でも面談
のご予約や、お問い合わせなどを承っております。

相談内容［例］
・介護保険や障害者手帳など社会福祉制度について知りたい　　・診療録開示について
・医療費の支払いや金銭面に不安や心配がある　　　　　　　　・入院生活に不安や心配がある
・退院後の生活に不安や心配がある　　　　　　　　　　　　　・病院や施設について知りたい

地域連携室は地域の他医療機関からの診察・検査予約、緊急受診・入院患者様紹介の連携窓口として業務を
行っております。ご紹介頂いた患者様に安心して診療して頂けるようスタッフ一同努めております。

外来受診・入院依頼・各種検査等すべてお電話にて承っております。

受診歴等の確認のため、患者様の氏名・生年月日等お聞かせください。
※診察・検査予約後、当院より予約通知書をご紹介医療機関へFAXいたします。

受診及び検査当日は1階受付窓口にお越しください。

患者様の紹介について

受付時間 月曜日～金曜日　午前9時00分 ～ 午後5時00分
土曜日　午前9時00分 ～ 午後1時00分

受付時間 月曜日～金曜日　午前9時00分 ～ 午後5時00分
土曜日　午前9時00分 ～ 午後1時00分

連絡先
TEL（地域連携室直通）/ 06-6849-2527
FAX（地域連携室直通）/ 06-6858-1443

連絡先
TEL（地域連携室直通）/ 06-6849-2527
FAX（地域連携室直通）/ 06-6858-1443

医療相談室のご紹介

地域連携室のご紹介



守口敬仁会病院
[ 診療科目 ]
総合診療科・外科・内科・消化器外科・消化器内科
循環器科・呼吸器外科・肛門外科・人工透析内科
整形外科・形成外科・腎臓内科・乳腺外科・皮膚科
耳鼻咽喉科・泌尿器科・眼科・婦人科・放射線科
脳神経外科・麻酔科・病理診断科・血管外科
リハビリテーション科（185 床）
TEL.06-6906-9000
http://keij inkai-hp.net

グループ施設紹介

豊中けいじん会クリニック
[ 診療科目 ]
内科・人工透析（40 床）
TEL.06-6849-6100
http://www.midorigaokahp.jp/
　　　　　　　toyocl/index.html

守口けいじん会クリニック
[ 診療科目 ]
内科・人工透析（40 床）
TEL.06-6995-1000
http://www.keij inkai-mori .net

門真けいじん会クリニック
[ 診療科目 ]
内科・人工透析（43 床）
TEL.06-6906-9009
http://www.keij inkai-cl inic .net



寝屋川けいじん会クリニック
[ 診療科目 ]
内科・循環器内科
人工透析（51 床）
TEL.072-830-2525
http://www.keij inkai-neya.net

丸岡消化器内科
[ 診療科目 ]
内科・消化器内科
TEL.072-837-2232
http://www.http://maruoka-clinic .net/



周辺地図


